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 本授業は中級から上級レベルの学習者を対象とした週 1 コマの選択科目である。Zoom
を使った同時双方向型で授業を行った。クラス目標は，詩や物語などのクリエイティブ
ライティングができるようになること，お互いの作品を読んで感想を述べることができ
るようになることである。教材は担当者作成のレジュメ等を PDF 形式で配布した。 
 
2.授業内容 
 授業では、次の２つのタイプの物語を書いた。①よく知られている物語を、主人公と
は異なる視点から書く。例えば、学生は「ピーターパン」の両親、「美女と野獣」のほ
うきなどを新たな主人公として書いた。②受講者が考えた登場人物を使って書く。創作
した人物をクラスで共有し、それらの人物を動かすことによって物語を進める。学生は
日本で出会った人や場所、日本のアニメからヒントを得て、オリジナルの登場人物を生
み出した。題材を決めた後は、物語の典型的な構成を学び、毎週 1章ずつ執筆を進めた。
１コマの授業の流れは以下の通りである。１）お互いの作品を読み、コメントを伝える、
２）お互いの優れた表現を共有する、３）小説における表現方法、次章の構成・内容の
ポイントを学ぶ、５）教員からのフィードバックを確認し、次章の執筆を始める。 
授業のオンライン化にあたって方法を変更したのは主に１）である。LUNA の掲示板
で公開されているクラスメイトの作品を各自のペースで読み、スレッドに返信する形で
コメントを書きこんだ。さらに、時間内に読めなかった作品は授業後に読むこととした。
また、学期末には、自分の作品の世界を写真やイラストを使って発表した。 
 
3.成果と今後の課題 
LUNA の掲示板の利用によって、学生は授業内外で自分のペース作品を読むことがで
きたため、必要に応じて辞書を使う、インターネットで関連情報を見るなどして、じっ
くり作品を味わえたようである。また、相互コメントを掲示板で共有したことも、振り
返りに有効であった。学生も自分へのコメントを保存できることに満足していた。その
一方で、作品をドラマのように音読して、物語の世界を参加者全員で想像して楽しむと
いう活動は、対面の方が向いていると感じた。しかし、学生は授業形態にかかわらず、
創造力を発揮し、楽しみながら書く力を磨いていくことができる。今後も、学生の創作
意欲や物語の力を活かして、創造的な学びの場を作る工夫を続けたい。 
